












     

令
和
５
年
９
月
28･

29
日
に
４
年
ぶ

り
の
参
集
・
対
面
に
よ
る
研
究
集
会
が

長
野
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
「
人
を
つ
な
ぎ
、
時
を
こ
え

て
、
未
来
を
創
る
～
住
民
と
と
も
に
今

を
切
り
拓
く
公
民
館
～
」
と
題
し
て
全

体
会
は
長
野
市
芸
術
館
で
、
分
科
会
は

３
会
場
で
全

13
事
例
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
全
体
で
720

名
の
参
加
が
あ
り
、

神
奈
川
県
か
ら
も

13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

１
日
目
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
伝
統
文
化
の
「
善
光
寺
木
遣
り
」・

公
民
館
で
子
ど
も
た
ち
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

「
中
公
亭
サ
ス
テ
ィ
ー
ン
シ
ョ
ー
」
で

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

全
体
会
の
全
国
公
民
館
連
合
会
表

彰
で
は
、
神
奈
川
県
か
ら
永
年
勤
続
表

彰
に
５
人
が
受
賞
。
功
労
者
表
彰
で
は
、

前
神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
副
会

長
の
大
谷
政
道
氏
・
井
上
誠
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

       

平
昌
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

500

ｍ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
平
奈
緒
さ

ん
か
ら
「
人
と
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ

に
記
念
の
講
演
が
あ
り
、
様
々
な
方
と

の
出
会
い
で
繋
が
り
、
興
味
・
関
心
が

あ
り
心
が
動
い
て
い
れ
ば
困
難
な
こ
と

も
愉
し
く
な
る
等
、
大
変
貴
重
な
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。 

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、
平
塚
市
立

八
幡
公
民
館
・
大
野
公
民
館
が
「
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
視
点
で
企
画
と
評
価 

未
来
を
魅

せ
る
公
民
館
事
業
」
と
題
し
て
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
５
つ
の
指
標
に
よ
っ
て
客
観
的
に

評
価
す
る
目
安
を
設
け
た
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
若
い
職
員
が
前
年
度
踏
襲
で

な
く
、
前
向
き
に
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、
発
表
者
か
ら
笑
顔
で
「
今
後

も
公
民
館
で
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。
」

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

助

言

者

の

原

義

彦

氏
（
東
北
学

院

大

学

教

授

）

か

ら

は
、
評
価
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計

画-

実
行-

評
価-

改
善
）
も
事
業
前
の
評

価
を
包
め
る
こ
と
や
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す

の
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
る
こ
と
、

公
民
館
や
地
域
の
問
題
点
・
改
善
点
を

発
見
し
、
気
づ
き
を
明
示
し
て
公
民
館

の
価
値
を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
県
公
連
会
長 

夏
井 

美
幸
） 

 

  

こ
の
度
、「
公
民
館
の
実
態
調
査
」
が

県
内
市
町
村
の
御
協
力
を
得
て
、
令
和

５
年
３
月
に
発

刊
に
至
り
ま
し

た
。
関
係
者
の

皆
様
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

■
調
査
結
果
の
概
要 

 

こ
の
調
査
は
５
年
に
一
度
、
県
内
の

公
民
館
を
対
象
に
調
査
し
た
も
の
で
す
。 

 

現
在
、「
少
子
・
高
齢
化
」
や
「
地
域

の
希
薄
」
な
ど
の
地
域
課
題
を
抱
え
る

一
方
で
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」「S

o
c
i
e
t
y

5.0
時
代
」
に
向
け
て
大
き
く
時
代
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
即
し

た
公
民
館
の
取
組
み
も
伺
え
ま
す
。
利

便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
予
約
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
館
が
全
体
の

７６
％

と
前
回
調
査
よ
り

10
館
ほ
ど
増
え
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
視
聴
覚
・
情
報
機
器
関
係
の

整
備
も
進
み
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や

W
i
-
F
i

環
境
な
ど
を
整
え
て
い
る
自
治
体
も

１５
市
７
町
と
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、Y

o
u
T
u
b
e

公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
活
用
し
て
い
る
館
は
３２
館
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
館
は
６４
館
で
し
た
。
こ
う

し
た
多
様
な
発
信
に
つ
い
て
は
公
民
館

の
水
準
の
維
持
及
び
向
上
を
目
指
す
上

で
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

職
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
館
長
の 

約
半
数
が
常
勤
職
員
も
、
館
長
を
除
く 

職
員
で
は
常
勤
職
員
が
約
３
割
と
非
正

規
職
員
の
雇
用
が
進
ん
で
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は

３
市
１
町
で
、
公
民
館
数
は
17
館
で
し

た
。
検
討
中
と
し
た
自
治
体
は
２
市
で

し
た
。 

公
民
館
の
建
築
年
数
に
つ
い
て
は
、

40
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
館
は

66

館
と
全
体
の
４
割
以
上
に
な
っ
て
い
ま

す
。
30
年
以
上
を
合
わ
せ
る
と
７
割
近

く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
築
や
建
替
え

な
ど
が
検
討
・
計
画
さ
れ
る
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

■
活
用
と
今
後
の
展
望 

「
実
態
調
査
」
の
発
刊
に
あ
た
り
、

総
務
広
報
部
員
の
自
治
体
で
活
用
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
あ
ま
り
活
用
が
さ
れ
て
い

な
い
」
等
の
実
態
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

次
回
（
令
和
９
年
度
）
の
発
行
に
む

け
て
、
発
信
方
法
、
調
査
項
目
や
時
期
、

調
査
事
務
の
軽
減
等
、
改
善
の
視
点
か

ら
総
務
広
報
部
、
常
任
理
事
会
を
中
心

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
調
査
の
目
的
や
調
査
項

目
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、「
実
態
調
査
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
機
会
あ
る
ご

と
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

（
県
公
連
副
会
長 

田
中 

恵
吾
） 

第
45
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
・ 

第
63
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館 

研
究
大
会
長
野
大
会 

「
公
民
館
の
実
態
調
査
」
の
概
要
と

活
用
に
つ
い
て 












